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第５章

本研究の手法を用いた事例調査



64

第５章　本研究の手法を用いた事例調査

5.1　本章の目的
　本章では，第４章で構築した手法を用いて，実際の街路景観を対象と
した事例調査を行う。具体的には，愛知県犬山市内 2ヶ所，岡山県高
梁市内 1ヶ所，広島県尾道市内 1ヶ所，広島県福山市内 1ヶ所の計 5ヶ
所の街路を対象として，各街路の「眺め」としての景観の色彩を第４章
の手法によって求め，相互に比較することによって手法の妥当性を検証
する。また，景観計画が策定されている犬山市および尾道市の街路景観
については，定められた色彩規制基準と good とされている景観重要建
造物等の物体色との整合性を検証する。さらに高梁市および福山市の街
路景観については，第４章の手法で把握できる景観色彩の特徴と建物の
物体色にどのよう相違があるかを考察する。

5.2　研究の方法
　本研究で構築した手法を検証するためには，次の３点の比較が必要で
ある。
・	景観特性が同じとされている街路の比較
・	景観特性が近似しているとされている街路の比較
・	景観特性の全く異なる街路の比較

　本研究では次の 5つの街路（注 1）について調査を行った。
・	愛知県犬山市の大本町（だいほんちょう）通り（以下「犬山大
本町通り」という）

・	愛知県犬山市の本町（ほんまち）通り（以下「犬山本町通り」
という）

・	岡山県高梁市成羽町吹屋（以下「吹屋」という）
・	広島県尾道市土堂の海岸通り（以下「尾道海岸通り」という）
・	広島県福山市春日町の春日通（以下「福山春日通」という）

　これらの調査地点を図 5-1 に示す。調査地点のうち最北の犬山市の
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広島県福山市
広島県尾道市

岡山県高梁市成羽町吹屋

愛知県犬山市愛知県犬山市

広島県福山市
広島県尾道市

岡山県高梁市成羽町吹屋

図 5-1　調査地点の位置

緯度は，北緯 35°23'。最南の尾道は北緯 34°24' である。その差は 1° 以
内であり，緯度の違いによる影響はないものと考えられる。なお，これ
らの地域のうち，犬山大本町通りおよび本町通り，吹屋は歴史的な建造
物が多く残っている地域である（注 2）。犬山の２つの街路は同一市内
の隣接した街路であり，景観特性が同一であると考えられる。吹屋は歴
史的町並みが保全されている点で犬山と同様であり景観特性も近似して
いると考えられるが，歴史的背景が異なるため，色彩特性に何らかの差
が明らかになることが期待される。福山春日通は典型的な都市郊外幹線
道路であり，尾道海岸通りは新旧の様々な建物が混在している通りであ
る。また，尾道海岸通りは景観地区に指定されているが，その他の４つ
の街路は指定されていない。景観計画による色彩の規制基準が存在する
街路は，犬山大本町通りおよび本町通り，尾道海岸通りである。
　各街路では，街路景観の色彩を次の 3つの側面から調査した。
・	その地域の景観計画における規制基準において許可されている色
彩の彩度の上限値（以下「基準彩度上限値」という）

・	その地域（街路）に立地する建築物の外壁と屋根の物体色を視感
測色によって求めた値（以下「視感測色値」という）
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・	第４章において構築した調査分析手法を用いて把握した景観の色
彩（以下「撮影実験値」という）

　3.4.2.1 に示したように，景観計画における色彩規制基準では，どの
程度まで鮮やかな色彩を許可するかに地域の特徴が表れている。そこで，
基準が許可している彩度の上限値（色相・明度別）を調査した。基準は
マンセル値で示されているため，JIS Z 8721 の「標準の光D65 の照明
下における三属性による表色系の基準」を用いてYxy 値に変換し，さ
らに変換式によってL*a*b* 値（基準彩度上限値のL*a*b* 値）を得た。
なお，本章では地区間での規制基準値比較が目的ではないので，基準値
表記を統一する必要はない。よってそれぞれの地区の基準値をそのまま
L*a*b* 値に変換したものを用いている。
　外壁と屋根の物体色の調査は，視感測色にて実施した。測定に用いた
色票は，社団法人日本塗料工業会が発行している「2007 年 D版塗料用
標準色」である。調査対象の色彩が色票にない場合は，近似色から補間
によって求めた。色票にはマンセル値が記述されているが，精確な値を
知るため，また景観撮影実験結果との比較を行うため，色票をKonica 
Minolta の色彩色差計 CR-331c にて測色し，L*a*b* 値（視感測色値の
L*a*b* 値）を得た。
　これらのL*a*b* 値と撮影実験値のL*a*b* 値の 3 種の値を一つの
L*a*b* 色空間上にプロットした。包含関係を明瞭にするため，全ての
値の表示に加え，L*a*b* 色空間をL* 値で 10 毎に層に分けて表示した。
　また，各街路の全体としての特徴を把握するために，それぞれの景観
画像データを街路ごとにすべて統合し（統合データ），そのデータに対
しても同様にクラスター分析や主成分分析などの統計処理を行った。こ
れによってそれぞれの街路の平均的な景観色彩像を得ることができる。
さらに，景観画像から外壁と屋根の部分を抽出し，それらの統合データ
についてもクラスター分析や主成分分析を行い，建築エレメントの色彩
を把握するとともに視感測色値との比較を行った。



67

5.3　犬山大本町通りおよび本町通り
5.3.1　調査地について
　犬山市は愛知県の北端に位置し，木曽川を挟んで岐阜県に接している。
人口 75,785 人（2010 年 7 月 31 日現在）の地方都市であるが，国宝
犬山城のほか，博物館明治村，日本モンキーパークなど多数の観光拠点
を擁している。また，からくり車山が町内を練る犬山祭が受け継がれ，
年間のべ 560 万人（注 3）もの観光客が訪れる観光都市となっている。
犬山城は 16世紀に築城されたものが現存し，城下も戦火を逃れ，総構
えの町割りがそのまま現在の町並みを構成している。
　犬山市は，既に都市計画決定されていた道路拡幅を見直し，古い町並
みを残したまちづくりに方針を転換した。2005 年に中核市以外では全
国初の景観行政団体となった。2008年には「犬山市景観計画」を策定し，
歴史的資産を活かしたまちづくりを積極的に進めている。景観地区の指
定はないが，景観法に基づく行為の制限として，色彩使用の範囲が定め
られている。
　本研究では，犬山城下の主要な街路である大本町通りと本町通りを調
査した。
　本町通りは幅員 6mの一方通行で，歩道は設けられていない（注 4）。
犬山城から真南に延びる城下の中心道路で，城郭のあった丸の内，町家
が並ぶ本町，中本町から構成される。また，大本町通りは武家屋敷が建
ち並んでいた通りである。これらの通りに面して，江戸末期から明治の
住宅が数多く現存している。

5.3.2　色彩規制基準について
　犬山市では景観計画の区域を市全域とし，三つに大別した基本目標に
沿って類型化した景観形成要素の形成方針を整理している。本研究で事
例調査対象とした地区は，「城の歴史と車山の文化が暮らしを彩る景観
づくり」という基本目標が設定され，特徴ある景観要素として，「歴史
的まちなみ」，「歴史的建造物」，「文化財」，「祭礼」があげている。歴史
的な建造物や町並みを保全し，活用することで「歴史的な面影を生かし
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たまとまりのあるまちなみの形成（注 5）」を目指している。
　さらに細かな地域別の景観形成方針において，調査対象地域である城
下町ゾーンについては次の 2点を掲げている（注 6）。
・	国宝犬山城の城下町で，歴史的な趣が感じられる建築物や門塀を，
できる限り原形の状態で保全し，必要に応じて屋根，外壁，建具
などの各部位について，昔の面影を損ねることのないよう修景を
進め，魅力あるまちなみ景観を形成します。 

・	新たに建てられる建築物に対しては，屋根，外壁，建具などの各
部位の形態・意匠について，周囲の歴史的なまちなみ景観との調
和に配慮しながら景観形成を進め，地区全体が城下町として調和
のとれたまちなみとなるよう取り組みます。 

　これらの方針に沿って，良好な景観形成を図るために建築物等の形
態・意匠の行為の制限を「美しい景観づくりのルール」として定めてお
り，色彩もその制限の対象となっている。屋根については「日本瓦葺き
（黒色・銀鼠色）とする（注 7）」と色名で制限を行っている。また，外
壁については「基調（各面概ね 2/3 以上を目安とする面積）となる色
は，落ち着いた低彩度のものを用いる（注 8）」としながらも，注書き
や参考資料の部分において「マンセル表色系で，R（赤）及びYR（黄赤）
系の色彩は彩度を 6以下，Y（黄）系の色彩は彩度を 4以下，またその
他の色彩は彩度を概ね 2以下（注 9）」とマンセル表色系を用いて認め
られる色彩の範囲を数値で明示している。なお，この制限の数値の根拠
は明らかにされていない。

5.3.3　外壁と屋根の物体色の調査
　犬山市景観計画では，城下町ゾーンにおいては歴史的な建築物の現状
保存を前提とし，それらに調和する景観形成を進める方針をとっている。
色彩についても歴史的建築物が有している色彩と調和することを求めて
いる。
　そこで，犬山市が指定している歴史的な建築物がどのような色彩を有
しているかを調査した。
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図 5-2　視感測色を行った犬山城下の歴史的建築物

　調査対象は，調査時に登録文化財に指定されていた歴史的な建築物の
うち，城下町ゾーンに立地する全ての住宅である。それらの位置を図
5-2 に示す。多くの建築物は本町通りに面している。なお，堀部家住宅
と梅田家住宅については工事中で調査ができなかったため除外してい
る。これらの建築物の通りに面した外壁と屋根の主要な色彩を視感測色
によって測定した。測定は 9月上旬の晴れの日の 11 時から 13 時の間
に行った。
　表 5-1 に各建築物の外壁と屋根の主要な色彩のマンセル値を示す。
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5.3.4　景観撮影実験結果
5.3.4.1　撮影地点
　犬山大本町通り約 550m の街路景観を 11 地点から，本町通り約
750mの街路景観を 16 地点からデジタルカメラで撮影した。撮影はい
ずれも犬山城を望む方向，すなわち北向きに行った（図 5-3 ）。両者と
も車両が通行可能な街路であるが，歩行者優先のまちづくりを行ってい
る犬山市城下では道路中央からの眺めが景観の視点としてふさわしいと
考え，道路中央から撮影を行った。

5.3.4.2　各景観画像のクラスター分析と主成分分析
　犬山大本町通りの各景観画像の色彩のクラスター分析結果と主成分分
析結果（偏差十字体として表示）を図 5-4，図 5-5 に，また，犬山本町
通りのそれらを，図 5-6 ～図 5-8 に示す。
　犬山大本町通り，本町通りとも，大きなクラスターの球に他の小さな
クラスターの球が包含されていないため，クラスターを表す球が数多く
見える。クラスター数は 30に統一しているの，このように見える原因
は，ひとつひとつのクラスターがある程度の距離を持って分布し，かつ
それらのクラスターに属する画素数が一極集中していないということで
ある。
　一方，偏差十字体はL* 軸に沿って細長い形状をしている。これは第
1主成分の寄与率が極めて高く，そのベクトルが明度軸に沿っているこ
とを表している。すなわち，色相のバラツキは小さく，明度のバラツキ
は大きいということがいえる。
　これらのことから，犬山大本町通り，本町通りでは，似通った色相で
明度差のある色彩が小面積で存在していると推察できる。
　撮影地点No.01，No.11，No.12 のクラスター表示では，大きなク
ラスターが他の小さなクラスターを包含している。これは後述する福山
春日通の景観画像に見られるものと酷似している。道路面の明度に近似
した壁面色をもつ軒のない建築物が，画像中の大きな面積を占めている
ことの表れであると考えられる。
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建築物名称 要素 材質 マンセル値
伊藤家住宅 外壁 漆喰 N9
 屋根 瓦 5PB5/2
井上家住宅 外壁 木材 10R3/6
   5YR3/1
 屋根 瓦 N5.5
遠藤家住宅 外壁 漆喰 5PB4/1
  木材 7.5R3.5/7
   5YR4/1
 屋根 瓦 5PB5/1
旧磯部家住宅 外壁 漆喰 N1.5
  木材 10YR4/1
 屋根 瓦 5PB7/0.5
旧奥村家住宅 外壁 漆喰 5PB4/1
  木材 5YR4/4
小島家住宅 外壁 漆喰 10R7/4
   5Y7/1.5
  木材 5YR4/4
 屋根 瓦 5PB4/1
佐橋家住宅 外壁 木材 10YR2/1
 屋根 瓦 5PB5/1
高木家住宅 外壁 漆喰 2.5Y8/3
  木材 7.5YR7/6
 屋根 瓦 5PB6/1
瀧野家住宅 外壁 漆喰 2.5Y8/2
 屋根 瓦 5PB4/1
真野家住宅 外壁 漆喰 5PB3.5/1
  木材 5YR3/3
   10YR3/0.5
 屋根 瓦 5PB5/1
三井家住宅 外壁 漆喰 5PB5/2
   N3
  木材 5YR3/1
 屋根 瓦 5PB7/1
山田家住宅 外壁 木材 5YR2/1
   10YR8/3
 屋根 瓦 5PB5/2

表 5-1　犬山城下の歴史的建築物の外壁と屋根の物体色
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図 5-4　犬山大本町通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -1
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図 5-5　犬山大本町通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -2
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図 5-6　犬山本町通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -1
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図 5-7　犬山本町通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -2
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　撮影地点No.03 の景観画像中に見られる道路左手の日向の大きな壁
面は，クラスター表示でも高明度のa* ≒ 0，b*>0 の位置に明確に表現
されている。しかし，他の景観画像ではこれほどには明確に表れていな
い。
　撮影地点No.13 ～ No.16 のクラスター表示にはL* 軸上の低明度領
域からa*<0，b*>0 の中明度領域に向かって連続したクラスターが認め
られる。この部分の色彩は緑であり，樹木の緑が影響しているものと考
えられる。また樹木の多い景観画像では偏差十字体の第 2主成分が大

13

14

15

16

撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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++
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a* b*

++

L*

a* b*

++

図 5-8　犬山本町通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -3
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きくなる傾向が認められる。
　犬山大本町通り，本町通りでは，建物の色彩の彩度が低いためクラス
ターはL* 軸周辺に集中して分布している。太陽光の当たっている部分
は，明度が道路面と似通うため道路面のクラスターに包含されやすい。
また，日陰の部分は彩度明度ともに低くL* 軸周辺に集中してしまう。
個々のクラスター規模が小さいが，クラスター表示で確認できる球が，
建築物の特徴を十分に表現できているとは言えない。そこで，建築物の
エレメントのみを抽出して分析する必要があると考えられる。

5.3.4.3　統合データのクラスター分析と主成分分析
　犬山大本町通りの景観画像全体の統合データと景観画像中から抽出し
た外壁と屋根の統合データのL*，a*，b* の各属性の平均と標準偏差を
表 5-2 ，主成分分析結果を表 5-3 に，クラスターの三次元表示と偏差
十字体を図 5-9 に示す。また，本町通りの統合データのL*，a*，b* の
各属性の平均と標準偏差を表 5-4 ，主成分分析結果（寄与率）を表 5-5 
に，クラスターの三次元表示と偏差十字体を図 5-10 に示す。
　犬山大本町通りの景観画像全体（空や車などは除外した景観全体の画
像）の統合データのL* の平均値は 49.80，標準偏差は 19.23 であった。
L* 軸方向へのバラツキが大きい。L* の分布の頂点は平均値付近にはな
く，L*=25 付近とL*=65 付近の２ヶ所にある。色彩の分布の偏りが２ヶ
所にあることは，クラスター表示でも明らかである。また，色度値の平
均はa*=0.16，b*=-0.33 で，ほぼ原点にあった。標準偏差はa* が 3.09
であるのに対し，b* は 6.22 と若干大きく，どちらかというとb* 軸方
向にばらついている（これらのバラツキの度合いを偏差十字体として可
視化している）。
　外壁の色彩の統合データのL* の平均値は 40.92，標準偏差は 17.21
であった。平均値付近が最も度数が高く分布している。色度値の平均は
a*=1.38，b*=0.15 で，若干赤色に寄っているがほぼ原点に近い。標準
偏差はa* が 3.50 であるのに対し，b* は 6.24 で，b* 軸方向のバラツ
キが大きい。
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 L* a* b*

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

全体 49.80 19.23 0.16 3.09 -0.33 6.22

外壁 40.92 17.21 1.38 3.50 0.15 6.24

屋根 44.89 15.38 -0.11 3.13 -4.61 6.20

表 5-2　犬山大本町通りの統合データの L*a*b* 値の平均と標準偏差

表 5-3　犬山大本町の統合データの主成分寄与率（%）

 第１主成分 第２主成分 第３主成分

全体 88.64 9.21 2.15

外壁 86.60 11.35 2.05

屋根 84.40 12.79 2.81

全体

外壁

屋根

分析対象 クラスター度数分布 偏差十字体

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*L* a* b*

L* a* b*

L* a* b*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

図 5-9　犬山大本町通りの統合データの度数分布，クラスター分析結果，偏差十字体
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表 5-5　犬山本町の統合データの主成分寄与率（%）

 L* a* b*

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

全体 48.00 18.41 -0.27 4.09 -1.07 7.57

外壁 47.62 21.62 0.37 3.33 -2.68 7.30

屋根 45.68 17.30 0.18 2.99 -5.45 5.69

表 5-4　犬山本町通りの統合データの L*a*b* の平均と標準偏差

図 5-10　犬山本町通りの統合データの度数分布，クラスター分析結果，偏差十字体

 第１主成分 第２主成分 第３主成分

全体 82.34 13.74 3.92

外壁 89.45 9.37 1.18

屋根 88.46 9.27 2.28

クラスター 偏差十字体

全体

外壁

屋根

分析対象 度数分布

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L* a* b*

L* a* b*

L* a* b*
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　屋根の色彩の統合データのL* の平均値は 44.90，標準偏差は 15.38
であった。L*=25 付近からL*=55 付近までは度数が一様に高く分布し
ている。色度値の平均はa*=-0.11，b*=-4.61 で，若干青色に寄っている。
　犬山本町通りの景観画像全体の統合データの景観画像全体のL* の
平均値は 48.00，標準偏差は 18.41 で大本町通りと大差はない。同様
にL* 軸方向へのバラツキが大きい。L* の分布の頂点は平均値付近と
L*=65 付近の２ヶ所にある。また，色度値の平均はa*=-0.27，b*=-
1.07 で，ほぼ原点にあった。標準偏差はa* が 4.09 であるのに対し，
b* は 7.57 と若干大きく，本町通りにおいてもb* 軸方向にばらついて
いる。
　外壁の色彩の統合データのL* の平均値は 47.62，標準偏差は 21.62
であった。色度値の平均はa*=0.37，b*=-2.68 で，若干青色に寄って
いるがほぼ原点に近い。標準偏差はa*が3.33であるのに対し，b*は7.30
で，大本町と同様にb* 軸方向にばらついている。
　屋根の色彩の統合データのL* の平均値は 45.68，標準偏差は 17.30
であった。色度値の平均はa*=0.18，b*=-5.45 で，若干青色に寄って
いる。

5.3.4.4　犬山大本町通りおよび本町通りの撮影実験値の特徴
　犬山大本町通り（図 5-11 ～図 5-20 ）と本町通り（図 5-21 ～図
5-30 ）の外壁の撮影実験値の統合データの散布図は酷似している。両
者ともa*=b*=0 の原点付近に集中しており，かつa* 値が ±10，b* 値
が ±20 の範囲に収まっている。すなわち，「眺め」はどちらも同じよう
な色彩によって構成されているといえる。
　なお，撮影実験値の統合データの散布図中の黒丸は，統合データをク
ラスター分析した結果のクラスター中心（ひとつの街路につき 30個の
クラスター）を示している。
　図 5-31 ～図 5-40 に大本町通りの屋根色の統合データの比較結果を，
図 5-41 ～図 5-50 に本町通りの屋根色の統合データの比較結果を示す。
屋根の撮影実験値は両者で若干の違いが認められる。大本町通りでは
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a*<0，b*<0 のクラスターがいくつも存在する。これらは高明度の青白
い色彩であり，撮影画像から判断すると瓦屋根に太陽光があたって光っ
て見えている部分であると考えられる。大本町通りには本町通りにはほ
とんど見られない妻入の屋根がいくつかあるため，街路に沿って眺めた
時に屋根瓦がよく見える。その結果，大本町通りの屋根色の構成が本町
通りのそれとは異なった結果になったと考えられる。
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図 5-11　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-13　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-12　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-14　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-17　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-15　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-18　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-16　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-19　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-21　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-20　犬山大本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）

図 5-22　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15））
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図 5-23　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-24　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-25　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-26　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-27　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-28　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-29　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-30　犬山本町通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）
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図 5-31　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-32　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-33　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-34　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-35　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-36　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

図 5-37　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-38　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）
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図 5-39　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-40　犬山大本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）

図 5-41　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-42　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-43　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-44　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-45　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-46　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-47　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-48　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-49　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-50　犬山本町通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）
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5.4　吹屋
5.4.1　調査地について
　高梁市成羽町吹屋は，岡山県西部の標高 550mの山嶺に位置する。
江戸時代後期から明治にかけてベンガラの生産地として栄えた。中町地
区を貫く主要道路の両側には当時の町屋が残っており，重要伝統的建造
物群保存地区に指定されている。ベンガラの生産地だけにベンガラ格子
が多用され，また赤銅色の石州瓦も多く用いられている。鉄筋コンクリー
ト製の公民館も石井和紘氏の手によって修景されている。町並みは西か
ら東へ緩く下る傾斜地に広がっている。
　本研究では中町地区の主要街路 200mを調査した。この部分の道路
幅員は約 4mで，対面通行となっている。なお，吹屋地区には景観計画
は策定されていない。

5.4.2　外壁と屋根の物体色の調査
　調査対象道路の両側に建ち並ぶ全ての建物を対象とした。通りに面し
た外壁と屋根の色彩を視感測色によって測定した。測定は 8月中旬の
晴れの日の 11時から 13時の間に行った。
　表 5-6 に各建築物の外壁と屋根の主要な色彩のマンセル値を示す。

5.4.3　景観撮影実験結果
5.4.3.1　撮影地点
　本研究では，約 200mの街路景観を 16地点からデジタルカメラで撮
影した。撮影はいずれも東向きに行った（図 5-51 ）。車両が通行可能
な街路であるが，車両の通行はほとんどない。そのため，道路中央の歩
行が通常であると考えられ，撮影も道路中央から行った。

5.4.3.2　各景観画像のクラスター分析と主成分分析
　各景観画像の色彩のクラスター分析結果と主成分分析結果（偏差十字
体として表示）を図 5-52 ～図 5-54 に示す。なお，撮影地点No.03 に
は駐車したトラックによって視界が遮られ，撮影することができず割愛
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建築物名称 要素 材質 マンセル値
ベンガラ屋 外壁 漆喰 7.5R8/4
  木材 10YR2/1
 屋根 瓦 5YR4/2
   7.5YR6/4
東長尾屋 外壁 木材 10YR3/2
 屋根 瓦 2.5YR5/6
   2.5YR6/2
中野屋 外壁 漆喰 N9.5
仲田家 外壁 漆喰 N6.5
  木材 10YR4/2
長尾屋 外壁 漆喰 N9.5
  木材 7.5R4/8
 屋根 瓦 2.5YR5/4
   5YR4/4
長尾醤油酒店 外壁 漆喰 N9.5
 屋根 瓦 2.5YR5/4
   5YR4/4
城井田家 外壁 漆喰 10YR7.5/6
  木材 10R3/2
消防器庫 外壁 漆喰 2.5YR8/4
  木材 7.5R3/6
   2.5Y3/1
公民館中棟 外壁 漆喰 10R8/3
郷土館 外壁 漆喰 N9.5
  木材 10YR4/2
 屋根 瓦 7.5YR5/6
旧片山家住宅 外壁 漆喰 N3.5
  木材 10YR6/2
 屋根 瓦 5YR4/1
   5YR6/3
川本家 外壁 漆喰 N9.3
  木材 7.5R5/6
   2.5YR7/6
   5YR7/4
おいでんせえ 外壁 漆喰 2.5YR7.5/5
  木材 7.5R4/8
   7.5R5/6
 屋根 瓦 10R6/6
麻田百貨店倉庫 外壁 漆喰 7.5R8.5/3
住宅 A 外壁 木材 10R4/6
   10YR4/2
 屋根 瓦 10R3/3
   5YR3/3
住宅 C 外壁 漆喰 7.5YR8/4
  木材 10R3/3
住宅 G 外壁 木部 5R4/3
 屋根 瓦 7.5YR5/6

表 5-6　吹屋の建築物外壁と屋根の物体色
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した。
　どの景観画像のクラスター表示も偏差十字体も互いに類似している。
L* 軸の中央やや高め，すなわち無彩色で中明度の位置に大きなクラス
ターがあり，L* 軸に沿って小さなクラスターが散在している。大きな
クラスターは主として道路面の色彩である。犬山大本町通りや犬山本町
通りと同様に，ひとつひとつのクラスターがある程度の距離を持って分
布し，かつそれらのクラスターに属する画素が一極集中していないとい
う特徴が見て取れる。偏差十字体も犬山大本町通りや犬山本町通りと同
様に，L* 軸に沿って細長い形状をしている。これは第一主成分の寄与
率が極めて高く，そのベクトルが明度軸に沿っていることを表している。
すなわち，色相のバラツキは小さく，明度のバラツキは大きいというこ
とがいえる。
　また，第一主成分の寄与率が全ての景観画像で 85%以上あり，街路
全体を通して大きな変化がないことも特徴としてあげられる。
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図 5-51　吹屋の撮影地点と物体色調査を行った建築物
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図 5-52　吹屋の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -1
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図 5-53　吹屋の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -2
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図 5-54　吹屋の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -3

表 5-7　吹屋の統合データの L*a*b* 値の平均と標準偏差

 L* a* b*

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

全体 44.31 17.45 -0.09 3.05 -1.80 5.11

外壁 32.68 10.26 1.95 1.81 -1.03 3.68

屋根 47.89 19.16 1.42 3.48 -4.42 7.45
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5.4.3.3　統合データのクラスター分析と主成分分析
　吹屋の統合データのL*，a*，b* の各属性の平均と標準偏差を表 5-7 ，
主成分分析結果を表 5-8 に，クラスターの三次元表示と偏差十字体を
図 5-55 に示す。
　吹屋の景観画像全体の統合データのL* の平均値は 44.31，標準偏差
は 17.45 で，L* 軸方向へのバラツキが大きい。L* の分布の頂点は平均
値付近にはなく，L*=25付近とL*=65付近の２ヶ所に認められる。また，

図 5-55　吹屋の統合データの度数分布，クラスター分析結果，偏差十字体

表 5-8　吹屋の統合データの主成分寄与率（％）

 第１主成分 第２主成分 第３主成分

全体 90.58 7.73 1.69

外壁 89.24 8.87 1.89

屋根 86.24 12.17 1.60
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色度値の平均はa*=-0.09，b*=-1.80 で，ほぼ原点にある。標準偏差は
a* の 3.05 に対し，b* は 5.11 と若干大きく，どちらかというとb* 軸
方向にばらついている。
　外壁の色彩の統合データのL* の平均値は 32.68，標準偏差は 10.26
であった。平均値よりも若干低い値に最も度数が高く分布している。色
度値の平均はa*=1.95，b*=-1.03 で，赤紫色に寄っているがほぼ原点
に近い。標準偏差はa* が 1.81 であるのに対し，b* は 3.68 で，どちら
かというとb* 軸方向にばらついている。偏差十字体は大変小さい形状
をしている。第一主成分の固有ベクトル方向へのバラツキさえも小さく，
外壁の色彩に大きなバラツキがないことが表れている。
　屋根の色彩の統合データのL* の平均値は 47.89，標準偏差は 19.16
であった。度数はL*=35 付近を頂点になだらかに分布している。色度
値の平均はa*=1.42，b*=-4.42 で，若干紫色に寄っている。

5.5　尾道海岸通り
5.5.1　調査地について
　尾道市は広島県東部に位置する。現在は合併によって島嶼部から山間
部まで市域が広がっている。尾道市では 2006 年に景観計画を策定し，
尾道水道を挟んだ市役所付近を中心とした地域を景観地区に定めてい
る。この地域は，尾道水道という幅の狭い海に面しているだけでなく，
斜面には戦災で焼け残った住居群が密集した独特の景観を形成してい
る。また，林芙美子や志賀直哉などの文学者のゆかりの地でもあり，近
年では映画のロケ地としても脚光を浴び，広島県内でも有数の観光地で
ある。年間のべ 585 万人（注 10）の観光客が訪れている。
　調査対象とした海岸通りは，尾道水道に沿った主要街路である。街路
の南側は景観地区の細区分である海辺市街地ゾーンが位置し，海辺市街
地ゾーンは尾道水道に面している。また，街路の北側は中心市街地ゾー
ンである。いずれも商業地域であり，建物の立て替えが進んでいる。街
路は対面通行の２車線で，両側に路側帯と歩道が設けられ，全幅が約
15mである。なお，海岸通りは尾道市役所の西側で建物に突き当たり，
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その建物を迂回して海岸沿いを東に延びているが，人や車の流れはそこ
から北に向かっている。旧来の商店群が北に向かう通りに面して立地し
ているためである。そこで本研究では尾道市役所西端から北に向かう街
路を調査に含め，海岸通りの延長として扱った。この街路も中心市街地
ゾーンである。また，この部分の街路の幅員は約 10mで歩道は設けら
れていない。

5.5.2　色彩規制基準について
　第３章で，尾道市は景観計画を策定しているがマンセル値による規制
を行っていないと述べた。景観計画では，海岸通りの両側の海辺市街
地ゾーンと中心市街地ゾーンの建築物に「穏やかで既成のまちなみと
調和する色彩（注 11）」と「瓦を基本とした勾配屋根の素材，形態（注
12）」を求めている。尾道市では色彩の制限について都市計画としては
曖昧な表現に留めているが，「景観形成の手引」にはマンセル値を示し
て許可した色彩以外の使用を原則禁止している。本章では，現実の景観
色彩と規制基準との相違を明らかにすることを目的の一つとしているた
め，ここでは「手引」に示されている「配慮すべき原則」を規制基準と
みなして扱う。
　海岸通りの両側のゾーンにおける色彩規制は同一で，次のような内容
である。外壁色については，周辺の水や緑とは異なる暖色系の低彩度色
の使用が望ましいとして，「色相が5YR～5Yの場合→明度5以上9以下，
彩度 4以下　その他の色相の場合→明度 5以上 9以下，彩度 1以下（注
13）」とマンセル表色系を用いて許可する色彩の範囲を数値によって明
示している。
　屋根色については地域の色彩特性が「戸建て住宅などの濃いグレーの
瓦屋根も，多くは，純粋なグレー（無彩色）ではなく，やや黄色みを帯び，
暖かみのある色彩（注 14）」であるとして，「色相が 10R ～ 5Yの場合
→明度 6以下，彩度 4以下　その他の色相の場合→明度 6以下，彩度
1以下（注 15）」とマンセル値で明示している。
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5.5.3　外壁と屋根の物体色の調査
　尾道市では，良好な景観の形成に重要な建造物を景観重要建造物とし
て指定するとしているが，2010 年 9月現在，未指定である。景観形成
方針として尾道の歴史や文化を強調していることや，既成のまちなみと
の調和を掲げていることから，古い住宅の色彩を良好な景観形成の基準
の一つとしていると考えられる。有形文化財に指定されている住宅は数
棟あるが，本調査の地域外である。そこでそれらの住宅の建設年（大正
から昭和初期）に近いと思われる住宅や店舗を抽出して，外壁と屋根の
主要な色彩を視感測色によって測定した。測定は 8月中旬の晴れの日
の 11時から 13時の間に行った。
　表 5-9 に各建築物の外壁と屋根の主要な色彩のマンセル値を示す。

5.4.4　景観撮影実験結果
5.4.4.1　撮影地点
　尾道海岸通り約 750mと尾道市役所の手前で海岸通りに直交する通
り約 150mの合計約 900mの街路景観を 19地点からデジタルカメラで
撮影した。撮影は海岸通りでは東向きに，直交する通りでは北向きに行っ
た（図 5-56 ）。両者とも車の交通量が多く，歩行者は歩道を通行せざ

建築物名称 要素 材質 マンセル値
お好み焼石畳 外壁 漆喰 N5
お好み焼石畳 外壁 木材 10R2/1
お好み焼石畳 屋根 瓦 7.5YR5/2
尾道小路 外壁 漆喰 N2.5
尾道小路 屋根 瓦 5PB4/1
周六 外壁 モルタル 7.5YR9/2
橋本吉次郎商店 外壁 モルタル 10YR8/0.5
マルイ村上商店 外壁 モルタル 10YR9/1
マルイ村上商店 外壁 レンガ 10R6/6
丸正 外壁 モルタル N9.5
三宅商店 外壁 石 5YR7.5/1
村上釣具店 外壁 モルタル 5YR7.5/1

表 5-9　尾道海岸通りの建築物の外壁と屋根の物体色
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るを得ない。そこで撮影は進行方向右側の歩道から行った。

5.5.4.2　各景観画像のクラスター分析と主成分分析
　各景観画像の色彩のクラスター分析結果と主成分分析結果（偏差十字
体として表示）を図 5-57 ～図 5-59 に示す。
　いずれの景観画像のクラスター表示にも中央やや上，すなわち中明度
の無彩色の大きなクラスターがある。このクラスターは道路の色彩や
それに類似した色彩が相当する。撮影地点No.02，08 ～ 13，17 ～ 19
では中央部のクラスターが肥大する傾向が強い。これらの景観画像は，
曲がり角のため景観画像中に道路が占める割合が大きい場合や，壁面積
の広い大きな建物が景観画像中に見られる場合があてはまる。道路の明
度に類似した明度を持つ壁面が多いことが原因であると考えられる。
　偏差十字体は全体として第一主成分の寄与率が高いことを示している
が，撮影地点No.08 は偏差十字体は短く，L* 軸方向へのバラツキは大
きくないことを示している。景観画像を見ると，ひとつの壁面が広い面
積を占めており，陰影があっても同じ壁面であれば偏差十字体ではバラ
ツキは大きくは示されないことがわかる。
　また全ての偏差十字体の上部がa*>0 方向に傾いている。これは景観
中の色彩分布は明度が高くなると赤い色が多くなる傾向であることを示
している。

5.5.4.3　統合データのクラスター分析と主成分分析
　尾道海岸通りの統合データのL*，a*，b* の各属性の平均と標準偏差
を表 5-10 ，主成分分析結果を表 5-11 に，クラスターの三次元表示と
偏差十字体を図 5-60 に示す。
　尾道海岸通りの景観画像全体の統合データのL* の平均値は 53.33，
標準偏差は 16.95 であった。L* 軸方向へのバラツキが大きい。L* の分
布にはL*=60 付近の突出した鋭い頂点と，L*=40 付近のなだらかな頂
点の二つがある。また，色度値の平均はa*=-0.65，b*=3.58 で，黄色
寄りのほぼ原点にあった。標準偏差はa* が 3.58 であるのに対し，b*
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図 5-57　尾道海岸通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -1
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図 5-58　尾道海岸通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -2
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図 5-59　尾道海岸通りの景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -3

 L* a* b*

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

全体 53.33 16.95 -0.65 3.58 -4.90 7.27

外壁 51.82 16.13 -0.40 2.45 -5.71 6.54

屋根 54.51 25.28 -2.74 6.18 -6.03 7.89

表 5-10　尾道海岸通りの統合データの L*a*b* 値の平均と標準偏差
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は 7.27 と若干大きく，どちらかというとb* 軸方向にばらついている。
　外壁の色彩の統合データのL* の平均値は 51.82，標準偏差は 16.13
であった。平均値よりも少し暗いL*=40 付近が最も度数が高い。色度
値の平均はa*=-0.40，b*=-5.71 で，紫寄りのほぼ原点にある。標準偏
差はa* が 2.45 であるのに対し，b* は 6.54 で，b* 軸方向にばらつい
ている。クラスター表示を見ると，小さなクラスターがL* 軸に沿って

 第１主成分 第２主成分 第３主成分

全体 82.41 14.45 3.15

外壁 87.09 11.62 1.29

屋根 90.39 7.60 2.01

クラスター 偏差十字体

全体

外壁

屋根

分析対象 度数分布

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L* a* b*

L* a* b*

L* a* b*

表 5-11　尾道海岸通りの統合データの主成分寄与率（％）

図 5-60　尾道海岸通りの統合データの度数分布，クラスター分析結果，偏差十字体
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並んでおり，景観画像全体のクラスター表示とは大きく異なっている。
　屋根の色彩の統合データのL* の平均値は 54.51，標準偏差は 25.28
で，バラツキが大きい。L*=100 付近，L*=50 付近，L*=30 付近の３ヶ
所に頂点がある。色度値の平均はa*=-2.74，b*=-6.03 で，若干青色に
寄っている。また，クラスターは特異な分布形状をしている。高明度で
b*=-18 付近の青い色彩やa*=-22 付近の緑の色彩のクラスターが存在
している。

5.5.4.4　尾道海岸通りの撮影実験値の特徴
　尾道海岸通りの外壁色の撮影実験値の統合データの散布図を図 5-61
～図 5-70 に，また屋根色の撮影実験値の統合データの散布図を図 5-71
～図 5-80 に示す。
　外壁色の撮影実験値の統合データには 45 ≦ L*<55 の中明度に
a*=22.87，b*=12.95 の赤い色のクラスターがある。また，45 ≦L*<55
には寒色系に位置するクラスターも多数あり，b*=-20.80 という値のク
ラスター中心も認められる。撮影画像で確認すると，オレンジ色やレン
ガ色の高彩度の吹き付け塗装の外壁や，寒色系のタイル壁などが散見さ
れた。これらの壁面は景観画像中に占める面積も大きく，「眺め」に与
える影響も小さくないと考えられる。物体色調査では反映できない見た
目の壁面積の影響が，本研究の手法では反映されているといえる。
　屋根色の撮影実験値の統合データには規制基準で地域特性とされてい
る 10Y ～ 5Y の色相はほとんど認められなかった。もちろん撮影実験
値は物体色でないので基準値と単純に比較することはできないが，太陽
光反射のグレアがないと考えられる 45 ≦ L*<55 の中明度域においても
a*<0，b*<0 の領域にはクラスター中心はなかった。高明度ではその傾
向がさらに強く，a* やb* の絶対値が 40 近い中心を持つクラスターも
認められる。これらの色彩を撮影画像で確認すると，神社の銅板屋根の
緑青や飲食店の金属屋根であることがわかる。すなわち，瓦屋根が太陽
光を反射して光っているのではなく，このような色彩の屋根が実際に数
多く存在しているのである。
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図 5-61　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-62　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-63　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-64　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-65　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-66　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

図 5-67　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-68　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）
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図 5-69　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-70　尾道海岸通りの外壁色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）

図 5-71　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-72　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-73　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-74　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-75　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-76　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-77　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-78　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）
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図 5-79　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-80　尾道海岸通りの屋根色の
撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）
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5.6　福山春日通
5.6.1　調査地について
　広島県福山市は，瀬戸内海に面した地方中核都市である。鞆の浦に代
表される歴史的な名勝を有する一方，1965 年に日本鋼管福山製鉄所を
誘致してからは企業城下町として急激に開発が進んだ。特に製鉄所に近
い東部地域郊外には大規模な住宅地が造成された。これらの住宅地と福
山市中心部を東西に結ぶ県道 379 号線は「春日通」と呼ばれ，主要幹
線道路として利用されている。24 時間営業の大規模商業施設やガソリ
ンスタンド，ドラッグストアなどが建ち並び，自家用車利用を前提とし
た典型的な地方都市の郊外道路である。
　本研究ではこの春日通を国道182号線との交差点より東側約1,700m
を調査した。この部分は片側1車線で右折用のレーンが設けられている。
また，両側に歩道が設けられており，道路の全幅は約15mである。なお，
福山市は景観行政団体であるが，景観計画を策定していない。

5.6.2　外壁と屋根の物体色の調査
　春日通の両側に建ち並ぶ建築物のうち，外壁が看板類だけで覆われて
いない建築物ほぼ全ての外壁と屋根の色彩を視感測色によって測定した
（図5-81 ）。測定は2月下旬の晴れの日の11時から13時の間に行った。
なお，沿道の建築物は陸屋根やパラペットで屋根の見えないものが多く，
屋根色のサンプル数は少ない。表 5-12 に各建築物の外壁と屋根の主要
な色彩のマンセル値を示す。

5.6.3　景観撮影実験結果
5.6.3.1　撮影地点
　本研究では，約 1,700mの街路景観を 33地点からデジタルカメラで
撮影した。撮影はいずれも東向きに，進行方向に向かって右側の歩道か
ら撮影をした（図 5-82 ）。
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5.6.3.2　各景観画像のクラスター分析と主成分分析
　各景観画像の色彩のクラスター分析結果と主成分分析結果（偏差十
字体として表示）を図 5-83 ～図 5-87 に示す。なお，撮影地点No.01，
02，04，23，29，30，31 では駐停車車両が視界を遮ったため撮影で
きず割愛した。
　クラスター表示を見ると，どの撮影地点にも認められるL* 軸中央の
大きなクラスターが目につく。これは道路面の色彩である。このクラス
ターに重なるようにして，中灰色や茶色を主とした高層集合住宅の壁面

建築物名称 要素 材質 マンセル値
JA 外壁 タイル 2.5YR8/4
生鮮食品おだ 外壁 吹き付け 5GY9/0.5
春日ビル 外壁 吹き付け 10YR8/0.5
小林病院 外壁 吹き付け 5YR9/1
サーパス春日通 外壁 タイル 5YR7/2
自由空間 外壁 吹き付け 5R5/12
   5YR7/2
   5YR8/3
中国銀行 外壁 石材 5Y8/0.5
ハートピア 屋根 塗り 5R4/12
ハローズ 外壁 吹き付け 7.5YR9/2
 屋根 塗り 2.5G7/2
広島銀行 外壁 アルミ 10YR5/1
広島信用組合 外壁 吹き付け 10YR9/1
福ちゃん 屋根 瓦 2.5Y8/12
太湖新苑 外壁 タイル 10YR7.5/2
マックスバリュ 外壁 吹き付け 2.5Y9/2
ステーキ懐石都 外壁 吹き付け 10YR7.5/2
無憂館 外壁 タイル 5YR7/2
メゾン石原 外壁 吹き付け 5P9/1
ゆめタウンイズミ 外壁 吹き付け 10YR8.5/1
   10YR9.2/1
くすりのラブ 外壁 吹き付け 2.5G9/2
   5G7/8
   5G9/1
   10G6/8
両備信用金庫 外壁 吹き付け 5YR9/1

表 5-12　福山春日通の建築物外壁と屋根の物体色
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撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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図 5-83　福山春日通の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -1
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撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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図 5-84　福山春日通の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -2
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撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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図 5-85　福山春日通の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -3
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撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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図 5-86　福山春日通の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -4
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撮影地点 No. 景観画像 クラスター 偏差十字体
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図 5-87　福山春日通の景観色彩のクラスターと偏差十字体一覧 -5

色彩に相当するクラスターが拡大したり縮小したりしている。また，L*
軸から離れた位置にも小さなクラスターが数多く認められる。これらは
看板類の色彩である。マンセル値で彩度 10を超えるような鮮やかな色
彩を使用した看板が数多く存在する。
　偏差十字体は全体にその長さが短い。明度のバラツキがさほど大きく
ない中灰色の景観であることがわかる。ところが，撮影地点No.27 の
ように看板に近づくと偏差十字体は幅広になり，景観画像中の色彩が
a*-b* 方向にばらついていることを示している。撮影地点No.35 の偏差
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十字体も幅広であるが，これは植栽の影響である。植栽の色彩は，クラ
スター表示ではa*<0，b*>0 領域の低明度低彩度から中明度高彩度に連
続する小さなクラスターに表れている。なお，植栽の色彩のクラスター
表示における特徴は，本研究の調査では，すべての街路のすべての景観
画像の分析結果に共通している。

5.6.3.3　統合データのクラスター分析と主成分分析
　福山春日通の統合データのL*，a*，b* の各属性の平均と標準偏差を
表 5-13 ，主成分分析結果を表 5-14 に，クラスターの三次元表示と偏
差十字体を図 5-88 に示す。
　福山春日通の景観画像全体（空や車などは除外している）の統合
データのL* の平均値は 55.49，標準偏差は 15.36 である。L* の度数
は平均値付近を頂点に山形に分布している。色度値の平均はa*=-0.48，
b*=0.55 で，ほぼ原点にある。標準偏差はa* が 5.61，b* が 9.84 とど
ちらも大きめでややバラツキが大きいことを示している。

 L* a* b*

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

全体 55.49 15.36 -0.48 5.61 0.55 9.84

外壁 54.71 15.95 -0.32 4.84 -1.89 6.70

屋根 57.37 19.07 4.95 13.73 7.64 19.96

 第１主成分 第２主成分 第３主成分

全体 64.90 26.56 8.54

外壁 79.92 15.44 4.64

屋根 58.53 26.52 14.94

表 5-14　福山春日通の統合データの主成分寄与率（％）

表 5-13　福山春日通の統合データの L*a*b* の平均と標準偏差 
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　外壁の色彩のL* の平均値は 54.71，標準偏差は 15.95 であった。色
度値の平均はa*=-0.32，b*=-1.89 で，ほぼ原点にある。標準偏差はa*
が 4.84，b* は 6.70 で，比較的ばらついているが，主成分分析の第一
主成分の寄与率が 80%近くあることから，色度方向よりも明度方向の
バラツキが特徴的といえる。
　　屋根のL* の平均値は 57.37，標準偏差は 19.07 であり，他例と比
較して若干明度が高いだけであるが，色度値のバラツキが大きい特徴が
ある。a* の標準偏差が 13.73，b* の標準偏差は 19.96 という大きな値
である。偏差十字体も大きく傾いており，高明度では黄色の高彩度色が
多い傾向が表れている。

クラスター 偏差十字体

全体

外壁

屋根

分析対象 度数分布

L* a* b*

L* a* b*

L* a* b*

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

図 5-88　福山春日通の統合データの度数分布，クラスター分析結果，偏差十字体
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5.7　街路の比較
　本節では５つの街路景観色彩の分析結果を相互に比較することで，そ
れぞれの街路景観の特徴をより明確にし，本研究手法が景観色彩の特徴
把握に有効であることを示す。
　それぞれの街路では 50mあるいは 10m毎に景観を撮影し，十数枚
から数十枚の景観画像のデータを得ている。それらのデータを統合する
ことで，それぞれの街路の景観色彩の平均的な特徴を把握することがで
きる。また，外壁や屋根のみを抽出したデータを統合し分析することで，
その街路景観を構成している建築物の外壁色や屋根色の特徴を知ること
ができる。
　図 5-89 はそれぞれの街路の統合データのクラスター分析結果の三次
元表示と偏差十字体について，景観全体，外壁部分のみ，屋根部分のみ
を並べて表示したものである。この図からそれぞれの街路の景観色彩の
特徴が直感的に把握できる。また，表 5-15 から表 5-17 には，統合デー
タの平均と標準偏差のL*a*b* 値を，表 5-18 から表 5-20 には統合デー
タの主成分寄与率を示した。これらの表から，より詳細な特徴を数値で
知ることができる。
　景観全体のクラスター分析表示（図 5-89）を見ると，犬山の二つの
街路は同じ城下の並行した街路だけに色彩の構成はよく似ている。本町
通りの方が外壁色の明るさのバラツキが若干大きいことがわかる。
　犬山と同様に歴史的な町並みが保全されている吹屋の建築物の外壁色
のバラツキは，極めて小さい。これは表 5-16 の各色属性の標準偏差が
小さいことによっても裏付けられている。吹屋の外壁色はバラツキが小
さいだけでなく，全体として暗い色彩であることが表 5-16 からわかる。
　犬山の二つの街路と吹屋の屋根色は，表 5-17 から青みを帯びた無彩
色に近い少し暗い色であることがわかる。これは瓦屋根の色彩を捉えて
いると言える。しかし，吹屋の屋根色については瓦の光沢のためグレ
アが生じていることに留意しなければならない。この問題については
5.9.1「吹屋の視感測色値と撮影実験値の比較」で述べる。
　尾道海岸通りは，外壁色の平均が中明度，若干青寄りの無彩色に位置
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図 5-89　街路別統合データのクラスター分析結果と偏差十字体の一覧
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全体

 m 49.80 48.00 44.31 53.33 55.49

 sd 19.23 18.41 17.45 16.95 15.36

 m 0.16 -0.27 -0.09 -0.65 -0.48

 sd 3.09 4.09 3.05 3.58 5.61

 m -0.33 -1.07 -1.80 -4.90 0.55

 sd 6.22 7.57 5.11 7.27 9.84

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋 尾道

海岸通り
福山
春日通

L*

a*

b*

外壁

 m 40.92 47.62 32.68 51.82 54.71

 sd 17.21 21.62 10.26 16.13 15.95

 m 1.38 0.37 1.95 -0.40 -0.32

 sd 3.50 3.33 1.81 2.45 4.84

 m 0.15 -2.68 -1.03 -5.71 -1.89

 sd 6.24 7.30 3.68 6.54 6.70

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋 尾道

海岸通り
福山
春日通

L*

a*

b*

 m 44.89 45.68 47.89 54.51 57.37

 sd 15.38 17.30 19.16 25.28 19.07

 m -0.11 0.18 1.42 -2.74 4.95

 sd 3.13 2.99 3.48 6.18 13.73

 m -4.61 -5.45 -4.42 -6.03 7.64

 sd 6.20 5.69 7.45 7.89 19.96

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋 尾道

海岸通り
福山
春日通

L*

a*

b*

屋根

表 5-17　街路別の屋根色の統合データの平均と標準偏差の L*a*b* 値

表 5-15　街路別の景観画像全体の統合データの平均と標準偏差の L*a*b* 値

表 5-16　街路別の外壁色の統合データの平均と標準偏差の L*a*b* 値
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していることが特徴である。また，屋根色が緑に寄っていることも特徴
である。尾道には古い家々が連なっている地区もあるが，本論で取り上
げた海岸通りは立て替えが進み，瓦葺きの住宅は少なく，中層の商業ビ
ルが増えている。このような状況が分析結果に反映されていると考えら
れる。
　福山春日通は，景観全体の色のバラツキが大きい特徴を持って
いる。これは幅広い偏差十字体（図 5-89）や平均値の標準偏差の
大きさに表れている（表 5-15）。主成分寄与率（表 5-18）を見て

 第１主成分 88.64 82.34 90.58 82.41 64.90

 第２主成分 9.21 13.74 7.73 14.45 26.56

 第３主成分 2.15 3.92 1.69 3.15 8.54

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋全体 尾道

海岸通り
福山
春日通

外壁

 第１主成分 86.60 89.45 89.24 87.09 79.92

 第２主成分 11.35 9.37 8.87 11.62 15.44

 第３主成分 2.05 1.18 1.89 1.29 4.64

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋 尾道

海岸通り
福山
春日通

屋根

 第１主成分 84.40 88.46 86.24 90.39 58.53

 第２主成分 12.79 9.27 12.17 7.60 26.52

 第３主成分 2.81 2.28 1.60 2.01 14.94

犬山
大本町通り

犬山
本町通り 吹屋 尾道

海岸通り
福山
春日通

表 5-18　街路別の景観画像全体の統合データの主成分寄与率（％）

表 5-19　街路別の外壁色の統合データの主成分寄与率（％）

表 5-20　街路別の屋根色の統合データの主成分寄与率（％）



130

も，第１主成分の寄与率は小さく，様々な色彩が存在していることが示
唆されている。しかし，外壁だけの分析結果を見ると，外壁色のバラツ
キは他の街路と比較して必ずしも大きいわけではない（表 5-16）。屋根
色の偏差十字体の形状が他とは著しく異なっており，バラツキが大きい
ことを示しているが，この街路に面した建築物のほとんどが陸屋根であ
り，景観画像に占める屋根の面積は小さく，景観全体の色のバラツキに
与える影響は小さい。景観全体の色のバラツキの原因は，外壁でもなく
屋根でもない景観構成物，すなわち看板類であると考えられる。福山春
日通は，他の街路よりも明るく均一の色彩をした外壁をもった建築物と，
彩度の高い看板類によって構成されていることがわかる。

5.8　基準彩度上限値と視感測色値との関係
　現行の景観計画は現存する建築物などの物体色をもとに策定されてい
るとされる。本節では景観計画の規制基準の彩度上限値と視感測色に
よって得た物体色とを比較し整合性を検証する。景観計画が策定されて
いる街路は，犬山の２つの通りと尾道海岸通りである。

5.8.1　犬山大本町および本町通りの基準彩度上限値と視感測色値の比較
　犬山市景観計画では屋根の色彩についてはマンセル値による規制を
行っていないので，屋根色の基準彩度上限値はない。外壁の色彩につい
ては犬山大本町通りと本町通りは同じ規制基準が適用されており，基準
彩度上限値も同一である。
　この基準彩度上限値と歴史的建造物（注 16）の外壁と屋根の視感測
色値を以下に示す。図 5-90 ～図 5-99 に犬山大本町通りの外壁色の比
較結果を，図 5-100 ～図 5-109 に犬山本町通りの屋根色の比較結果を
示す。
　歴史的建造物の外壁色の視感測色値は，ほとんどの建物の外壁色が基
準の中に収まっている。唯一，遠藤家住宅の外壁の一部が彩度 7と高
い値になっている。これはベンガラを用いた塗装を施した木部の色彩で
ある。この部分では Rや YRの色相では上限値に近い彩度（注 17）が
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図 5-90　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（L* 全て）

図 5-91　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-92　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-93　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-94　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-95　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

図 5-96　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-97　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）
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図 5-98　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-99　犬山の外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（85 ≦ L*）

図 5-100　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（L* 全て）

図 5-101　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

85 ≤ L*

Inuyama Daihonchodori / Wall

視感測色値
基準彩度上限値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

L* : 全て

Inuyama Daihonchodori / Roof

視感測色値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

0 ≤ L*< 15

Inuyama Daihonchodori / Roof

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

75 ≤ L*< 85

Inuyama Daihonchodori / Wall

視感測色値
基準彩度上限値



134

図 5-102　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-103　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-104　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-105　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-106　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-107　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-108　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-109　犬山の屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（85 ≦ L*）
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認められた。しかし，視感測色値ではY色相には低彩度の色彩しか認
められなかった。また，GYから RPにかけての色相では青みがかった
黒しか認められなかった。すなわち，これらの色相では実在する歴史的
建造物の色彩よりも彩度の高い色の使用を認めているということにな
る。さらに，基準では明度規制がないため明るい寒色系の色彩の使用も
認められているが，このような領域の色彩は犬山城下の歴史的な建築物
には存在しない。実際には黒い漆喰壁であってもマンセル値で 1.5 以下
の外壁は存在しない。
　犬山市の景観計画では，漆喰等の歴史的文化が反映された素材の使用
時には色彩基準の範囲を逸脱してもよいとしている。黒い漆喰の部分
の「青みのある黒」は，素材の色として吸収されるのであるから，寒色
系全ての色相について彩度 2以下の色彩の使用を認めるという基準は，
歴史的建築物が有している色彩と調和することを前提とした基本理念と
は矛盾している。

5.8.2　尾道海岸通りの基準彩度上限値と視感測色値の比較
　基準彩度上限値と建造物の外壁の視感測色値の比較結果を図 5-110

図 5-110　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（L* 全て）

図 5-111　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-112　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-113　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-114　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-115　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-116　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-117　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-118　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-119　尾道海岸通りの外壁色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（85 ≦ L*）
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図 5-120　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（L* 全て）

図 5-121　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-122　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-123　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-124　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（35 ≦ L* ＜ 45） 

図 5-125　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

図 5-126　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-127　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

45 ≤ L*< 55

Onomichi Kaigandori / Roof

視感測色値
基準彩度上限値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

55 ≤ L*< 65

Onomichi Kaigandori / Roof

基準彩度上限値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

65 ≤ L*< 75

Onomichi Kaigandori / Roof

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

35 ≤ L*< 45

Onomichi Kaigandori / Roof

視感測色値
基準彩度上限値



141

図 5-128　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-129　尾道海岸通りの屋根色の
基準彩度上限値と視感測色値の散布図

（85 ≦ L*）
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～図 5-119 に，基準彩度上限値と建造物の屋根の視感測色値の比較結
果を図 5-120 ～図 5-129 に示す。
　外壁色については，基準ではどの色相においても明度 5以上 9以下
であることが求められているが，古い建造物には明度の低い外壁も存在
する。これは黒い漆喰壁で，明度 2（図 5-112）あるいは 2.5 相当（図
5-113）である。また，基準値よりも彩度の高いマンセル値で 10R6/6
に相当する外壁色も存在した（図5-116）。これは古い赤煉瓦の壁である。
いずれも古くからこの通りに存在する建物であるが，これらの色彩は規
制基準では認められていない。
　屋根については，古い建築物であってもパラペットで屋根が見えな
かったり，陸屋根であったりしてサンプルが極めて少ない。わずかなサ
ンプルの瓦屋根の色彩には「手引」に述べられている色彩特性の「やや
黄色みを帯び，暖かみのある色彩（注 18）」も存在するが，寒色系の瓦
屋根もあった。
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5.9　視感測色値と統合データの撮影実験値との関係
　本節では，撮影実験値を物体色に変換する手法の構築という今後の研
究の契機とするために，物体色である視感測色値と見かけの色彩である
撮影実験値との間の関係を探ることを目的とする。

5.9.1　吹屋の視感測色値と撮影実験値の比較
　吹屋の外壁の視感測色値と撮影実験値の統合データの散布図を図
5-130 ～図 5-139 に示す。視感測色値はa*>0，b*>0 の領域に分布して
いるが，撮影実験値は原点を中心に分布している。また，撮影実験値に
は高明度色が存在していない。吹屋の視感測色では街路に面している建
物全てを対象として測定しているので，測定対象の恣意的な取捨選択に
よる差ではないと考えられる。
　物体色である視感測色値と見かけの色彩である撮影実験値は，本来全
く別種のものであるから，個々の数値の比較は意味がない。しかし，分
布している領域が全く異なることは，それぞれの手法によって得られる
色彩情報に大きな違いがあることを示唆している。
　この違いをもたらして原因として二つが考えられる。一つは吹屋の建

図 5-130　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-131　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-132　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（15 ≦ L* ＜ 25） 

図 5-133　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-134　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-135　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（45 ≦ L* ＜ 55）
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物は軒の出が深く，外壁が日陰になっている部分が多いことである。視
感測色では測色対象と基準となる色票を同一光源下に置いて測定する。
日陰の外壁を測定する場合は色票も日陰に置いて測定し，日向の外壁を
測定する場合は色票も日向に置く。このようにして得られた測色値は，
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図 5-136　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（55 ≦ L* ＜ 65） 

図 5-137　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-138　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-139　吹屋の外壁色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布

（85 ≦ L*）
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日陰の壁であろうが日向の壁であろうが基本的には同じになる。これに
対し撮影実験で得られた外壁の色彩は，日向は明度も彩度も高い色彩で
あり，日陰は明度も彩度も低い値の色彩となる。
　もう一つは街路の幅員である。街路の幅員は視感測色には関与的でな
いが，撮影実験には大きく影響する。建物が建ち並んだ街路では，外壁
は街路に面したファサードが主となる。幅員が広ければ街路を眺める際
に外壁の見える面積は広くなる。幅員が狭いと外壁は道路脇のさまざま
な工作物に遮られて見づらくなる。
　この二つの街路の特徴が色彩の見えに及ぼす影響が撮影実験には反映
されているのである。

図 5-140　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て） 

図 5-141　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-142　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25） 

図 5-143　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-144　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-145　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）
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図 5-146　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65） 

図 5-147　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-148　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-149　吹屋の屋根色の視感測色値
と撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）
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　また，屋根の視感測色値と撮影実験値の統合データの散布図を図
5-140 ～図 5-149 に示す。視感測色値はa*>0，b*>0 の領域にのみ分布
しており，赤銅色の石州瓦の特徴がよく表れている。ところが，撮影実
験ではその領域のクラスターは少なく，赤紫色のa*>0，b*<0 領域が多
くなっている。これは光沢のある石州瓦に太陽光が反射してグレアを生
じているためである。屋根と太陽の位置関係によっては「眺め」の色も
赤銅色となるが（図 5-150 ），幅員の狭い街路を歩行する際には屋根自
体が見えづらく，物体色とはかけ離れた色彩が見えていると考えられる。

5.9.2　福山春日通の視感測色値と撮影実験値の比較
　福山春日通では，撮影実験画像に写っている沿道の主要な建築物のほ
ぼすべての外壁色と屋根色を調査している。
　外壁の視感測色値と撮影実験値の統合データの散布図を図 5-151 ～
図 5-160 に示す。福山春日通には，陸屋根またはパラペットで屋根が
見えない建物が多い。そのため軒の出による陰が少なく，日向になって
いる外壁面が多い。撮影実験値でも低明度のクラスターはほとんどなく，
中明度以上のものばかりである。注目すべき点は，撮影実験値は視感測

図 5-150　高台から見た吹屋の町並み
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色値よりも彩度が低いことである。視感測色値ではa* 値が 50 近い高
彩度（マンセル値では彩度 12）の色彩が存在するが，撮影実験値のク
ラスターではa*=28 が最高値である。街路を眺めた際，建築物が遠かっ
たり手前の他の建築物に遮られたりすると，建物の物体色の彩度が高く
ても「眺め」への影響は小さくなることが表れている。

図 5-151　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-152　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）

図 5-153　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-154　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）
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図 5-155　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-156　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

図 5-157　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-158　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）
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図 5-159　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-160　福山春日通の外壁色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）

図 5-161　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（L* 全て）

図 5-162　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（0 ≦ L* ＜ 15）
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図 5-163　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（15 ≦ L* ＜ 25）

図 5-164　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（25 ≦ L* ＜ 35）

図 5-165　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（35 ≦ L* ＜ 45）

図 5-166　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（45 ≦ L* ＜ 55）

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

Fukuyama Kasugadori / Roof

25 ≤ L*< 35 撮影実験値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

Fukuyama Kasugadori / Roof

35 ≤ L*< 45 撮影実験値
視感測色値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

Fukuyama Kasugadori / Roof

45 ≤ L*< 55 撮影実験値

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80
-80

-60

-40

-20

20

40

　0

60

80

a*

b*

Fukuyama Kasugadori / Roof

15 ≤ L*< 25 撮影実験値



153

図 5-167　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（55 ≦ L* ＜ 65）

図 5-168　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（65 ≦ L* ＜ 75）

図 5-169　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（75 ≦ L* ＜ 85）

図 5-170　福山春日通の屋根色の視感測
色値と撮影実験値の統合データの散布図

（85 ≦ L*）
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　福山春日通の沿道では街路から見える屋根は多くない。同じ屋根でも
部分や距離によって色彩が異なるため，撮影実験値では多くの色彩の存
在が明らかになる（図 5-161 ～図 5-170 ）。その多くが黄色や橙色の色
相に分布し，寒色系の色相には少ない。これは視感測色値とも一致して
いる。さらに考察すると，視感測色値と原点とを結ぶ線上に撮影実験値
のクラスター中心が並んでいることがわかる。すなわち，視感測色をし
た屋根を間近で見る位置からの「眺め」では視感測色に近い撮影実験値
が得られ，距離が離れるにつれて彩度が落ちる「大気遠近法」が表れて
いると考えられる。

5.10　５章のまとめ
　本章では，第４章「街路景観色彩調査および分析手法」で構築した手
法と従来から行われている視感測色の両者を用いて実際の街路景観色彩
を調査・分析し，次の事柄を明らかにすることができた。
１）本研究手法では任意の視点から眺めた景観の色彩の特徴を把握する
ことも，街路全体の景観の平均的な色彩の特徴を把握することも可能で
あること。
２）景観計画の色彩規制基準は，地域で good とされる建築物の色彩の
視感測色値とは必ずしも一致していないこと。
３）本研究手法によって把握できる景観色彩と視感測色によって把握で
きる物体色の間には相違があり，景観色彩の情報を建材の選択に応用す
るにはさらなる研究が必要であること。

　１）については，５ヶ所の街路を対象として撮影実験を行い，それぞ
れの街路にて 50m毎（吹屋については 10m毎）の地点から眺めた街
路景観の色彩の特徴を把握することができた。また，それぞれの街路の
データを統合し，それぞれの街路が有している平均的な景観色彩の把握
ができた。景観色彩の平均値の算出は，本研究の手法によって初めて可
能となった。
　２）については，犬山市と尾道市での調査結果を検討した。現在策定
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されている景観計画の色彩規制基準の根拠は，地域に存在する建築物等
の色彩の物体色である。犬山市の場合はベンガラ塗装の色彩が規制基準
から外れているものの，good とされている歴史的な建築物の色彩をほ
ぼ包含するように基準がつくられており，景観計画が歴史的な町並みの
形成を目指す市の方針に合致していることがわかった。しかし，寒色系
の色彩がほとんど使用されていないにもかかわらず，基準では低彩度の
ものを許可しており，これらの色相では基準が緩いことがわかった。尾
道市の場合は，基準では外壁色は中明度低彩度色であることが求められ
ているが，古い建築物にも低明度や中彩度の壁面が存在している。既成
のまちなみと調和する基準づくりをしているとのことであるが，それを
裏付けるデータを得ることはできなかった。
　本研究手法による景観色彩の把握方法と従来の視感測色では，陰影や
受光面の向きなどの照明条件が異なるため，３）で言及した相違が生じ
ることは当然の帰結である。本論では景観とは「眺め」であるとしており，
「眺め」の色彩を景観の色彩と考えている。しかし，本研究手法で得ら
れた景観色彩の特徴を実用に資するためには，建材の物体色にフィード
バックする必要がある。フィードバックの手法については本論では扱わ
ないが，街路に面した建物のほぼ全数を視感測色した福山春日通と吹屋
をサンプルとして，以下の傾向を示すことができた。
・	景観色彩は物体色よりも彩度が低い。
・	軒の出の小さい建物の多い街路では，外壁の景観色彩と物体色の
分布は類似する。

・	光沢のある瓦屋根はグレアが生じ，屋根の景観色彩と物体色は大
きく異なったものになる。

付記
本章は，筆者の以下の研究論文の内容を敷衍したものである。
「都市景観の色彩の特徴分析—色彩情報の計量分析と分布の表現方法—」
日本色彩学会誌 , Vol.29 No.1, pp.50-57, 2005
「デジタル画像による街路景観色彩の特徴分析」日本色彩学会誌 , 
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Vol.34 No.1, pp.50-57, 2010
「景観地区における色彩規制基準の類似性」日本感性工学会論文誌 , 
Vol.9 No.2, pp.439-444, 2010

注および参考文献
注
（注 1）	 街路名は通称を用いた。住居表示とは必ずしも一致しない。
（注 2）	 吹屋は重要伝統的建造物群保存地区として選定されている。
（注 3）	 2009 年度犬山市統計による。
（注 4）	 丸の内付近は一部対面通行で歩道が設けられている。
（注 5）	 犬山市景観計画，p.16，2008。
（注 6）	 犬山市景観計画，p.35，2008。
（注 7）	 犬山市景観計画，p.36，2008。
（注 8）	 犬山市景観計画，p.36，2008。
（注 9）	 犬山市景観計画，p.78，2008。
（注 10）	 2009 年度「広島県観光客数の動向」による。
（注 11）	 尾道市景観地区，p.4，2008。
（注 12）	 尾道市景観地区，p.5，2008。
（注 13）	 心に残る尾道の景観づくり―尾道市景観形成の手引―，p.34，

2010。
（注 14）	 心に残る尾道の景観づくり―尾道市景観形成の手引―，p.29，

2010。
（注 15）	 心に残る尾道の景観づくり―尾道市景観形成の手引―，p.34，

2010。
（注 16）	 犬山城下全体の建築物の色彩は歴史的建造物と調和すること

を前提としているため，同じ歴史的建造物の視感測色値を大
本町通りと本町通りの両方に用いた。

（注 17）	 L*a*b* 値で比較した場合は正確には「メトリック彩度」であ
るが，ここでは区別する必要がないので「彩度」という言葉
を用いる。
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（注 18）	 心に残る尾道の景観づくり―尾道市景観形成の手引―，p.29，
2010。


